
平成２９年 第１回 筑紫野市議会定例会（３月） 
提出議案について 

 

 平成２９年第１回筑紫野市議会定例会（会期：２月２７日から３月２４日まで）に次の議

案を提案しましたので、その内容をお知らせします。 

諮問第１号 ⼈権擁護委員の推薦につき意⾒を求めることについて 

⼈権擁護委員は、⼈権擁護委員法第６条第１項の規定に基づき、法務大臣が委嘱すること

になっておりますが、市⻑は当該市の議会議員の選挙権を有する住⺠の中から、議会の意⾒

を聞いて候補者を推薦することになっています。つきましては、現委員であります森山秀明

氏が本年６月３０日をもって任期満了となりますので、引き続き、ご活躍いただきたく、⼈

権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意⾒を求めるものです。 

諮問第２号 ⼈権擁護委員の推薦につき意⾒を求めることについて 

本件につきましても、現委員であります⽊村律⼦氏が本年６月３０日をもって任期満了と

なりますので、引き続き、ご活躍いただきたく、⼈権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の意⾒を求めるものです。 

同意第 1 号 筑紫野市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

筑紫野市固定資産評価審査委員会は、地方税法第 423 条第１項の規定により、固定資産

課税台帳に登録された価格についての不服申出を審査決定するための委員会で、市の基幹税

である固定資産税の評価業務の、より一層の適正公正を期するため、中⽴・独⽴した第三者

機関として設置、運営されているものです。つきましては、現委員の米永隆司氏が、本年３

月１１日をもって、任期満了となりますので、引き続き米永氏を委員として選任したく、地

方税法第 423 条第３項の規定により議会の同意を求めるものです。 

同意第２号 筑紫野市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

本件につきましても、現委員の中島千春氏が、本年４月１３日をもって、任期満了となり

ますので、引き続き中島氏を委員として選任したく、地方税法第 423 条第３項の規定によ

り議会の同意を求めるものです。 

報告第１号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

報告第１号から報告第４号までの４件は、損害賠償の額を定めることについて、地方自治



法第１７９条第１項の規定により専決処分を⾏っておりますので、同条第３項の規定に基づ

き、これを報告し、承認を求めるものです。本件は、平成２８年１１月２６日、天拝中学校

の野球部の部活動中に、打球が防球ネットを超え、相手方家屋を損傷させたものです。この

事故に伴います 損害賠償額について、１２万２千１７０円で、示談協議が整いましたので、

平成２９年１月３０日付で専決処分を⾏ったところです。 

報告第２号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

本件は、平成２８年１２月１５日、京町児童センター駐⾞場において発生した公⽤⾞の事

故により、相手方⾞両を損傷させたものです。当事故に伴います損害賠償額について、１６

万２０７円で、示談協議が整いましたので、平成２９年２月３日付で専決処分を⾏ったとこ

ろです。 

報告第３号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

本件は、平成２８年１２月１９日、筑紫野警察書前の、店舗駐⾞場において発生した公⽤

⾞の事故により、相手方⾞両を損傷させたものです。この事故に伴います損害賠償額につい

て、１２万２千４０７円で、示談協議が整いましたので、平成２９年２月１５日付で専決処

分を⾏ったところです。 

報告第４号 専決処分の承認について（損害賠償の額を定めることについて） 

本件は、平成２９年２月３日、市内杉塚において発生した道路事故により、相手方⾞両を

損傷させたものです。この事故に伴います損害賠償額について１７万４千４５円で示談協議

が整いましたので、平成２９年２月１５日付けで専決処分を⾏ったところです。 

議案第１号 筑紫野市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、筑紫野市新庁舎建設に伴い市役所の位置が変わるため、地方自治法第４条第１項

の規定に基づき、条例の一部を改正するものです。 

議案第２号 筑紫野市表彰条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、区⻑制度の⾒直しに伴い、自治功労表彰の被表彰者選考時において、区⻑在職年

数を加算するため、条例の一部を改正するものです。 

議案第 3 号 
筑紫野市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

本件は、市内在住者に限って収支報告書の閲覧を請求することができると規定していたも



のを、今後は、何⼈も閲覧できるようにするため、条例の一部を改正するものです。 

議案第４号 
筑紫野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び筑紫野市職員の育児休

業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等 育児又は家族

介護を⾏う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する法律の施⾏に伴い、条例の一部を改

正するものです。 

議案第５号 
筑紫野市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 

本件は、区⻑制度の⾒直しに伴い、代表区⻑報酬年額の規定を削るため、条例の一部を改

正するものです。 

議案第６号 筑紫野市税条例等の一部を改正する条例の制定について 

本件は、地方税法等の一部を改正する等の法律の改正に伴い、条例の一部を改正するもの

です。 

議案第７号 
筑紫野市福祉事務所設置条例及び筑紫野市消費生活センターの組織及び運

営等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、筑紫野市新庁舎建設に伴い、事務所等の位置が変わるため、条例の一部を改正す

るものです。 

議案第８号 筑紫野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、介護保険法施⾏令の一部を改正する政令の施⾏に伴い、平成２９年度における第

１号被保険者の介護保険料の段階の判定に関する基準の特例を定めるため、条例の一部を改

正するものです。 

議案第９号 
筑紫野市指定地域密着型サービスの事業の⼈員、設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、厚生労働省令で定められている同基準の改正に伴い、条例の一部を改正するもの

です。 

議案第１０号 
筑紫野市指定地域密着型介護予防サービスの事業の⼈員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支



援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

本件は、厚生労働省令で定められている同基準の改正に伴い、条例の一部を改正するもの

です。 

議案第１１号 
筑紫野市総合保健福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

本件は、トレーニング健康測定室において試⾏的に実施してきた利⽤促進対策の効果が表

れたことから、料⾦改定を⾏うために条例の一部を改正するものです。 

議案第１２号 
筑紫野市⽴学校通学区域審議会設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 本件は、区⻑制度の⾒直しに伴い条例の一部を改正するものです。           

議案第１３号 
筑紫野市⼩地区公⺠館主事の設置補助に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

本件は、区⻑制度の⾒直し等に伴い、条例の一部を改正するものです。 

議案第１４号 
筑紫野都市計画事業原⽥駅前⼟地区画整理事業施⾏に関する条例を廃⽌す

る条例の制定について 

本件は、事務の一部を除き事業完了している事から、継続する事務を附則に定め、本則を

廃⽌するものです。 

議案第１５号 
筑紫野都市計画事業筑紫駅⻄⼝⼟地区画整理事業の施⾏に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

本件は、福岡県が本年１月に⾏った都市計画区域の統合等に伴い、条例の一部を改正する

ものです。 

議案第１６号 
筑紫野市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改

正する条例の制定について 

本件も、福岡県が本年１月に⾏った都市計画区域の統合に伴い、条例の一部を改正するも

のです。 

議案第１７号 市道路線の認定について 

路線番号９１３７号は、市庁舎建設周辺整備事業に伴い、道路を新設するため、認定する



もので、路線番号９１３８号は、針摺東一丁目地内の 宅地開発に伴い、開発道路としての

整備が完了し、筑紫野市に帰属されたため、認定するものです。 

議案第１８号 市道路線の廃⽌について 

路線番号８６７３、８６７５、８７０４、８７０５号は筑紫駅⻄⼝⼟地区画整理事業によ

り、事業地内に付け替えられているため、廃⽌するものです。 

議案第１９号 平成２８年度筑紫野市一般会計補正予算（第５号）について 

主な内容は、歳出予算といたしまして、国⺠健康保険事業特別会計繰出⾦の臨時的なもの

として５億６千２１４万４千円、生活保護事業５千１５７万円、ごみ収集事業６５９万２千

円、基⾦積⽴事業８億７千３８９万６千円の増額などをするものです。 

これに⾒合いの歳入予算は、前年度繰越⾦６億２千６９１万７千円の増額などをおこなう

ものです。このため、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７億１千３３８万６千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３３３億４８１万４千円とするものです。

また、繰越明許費につきましては 第２表、債務負担⾏為の補正は 第３表、地方債の補正は、

第４表のとおりです。 

議案第２０号 
平成２８年度筑紫野市国⺠健康保険事業特別会計補正予算（第５号）につ

いて 

主な内容は、歳出予算といたしまして、一般被保険者 療養給付費１億円の減額などをす

るものです。これに⾒合いの歳入予算は、一般会計繰入⾦５億６千２１４万４千円の増額や

一般被保険者 国⺠健康保険税１億１千６８９万６千円の減額などをするものです。このた

め、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億７千２８万１千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１１３億６千９３万９千円とするものです。 

議案第２１号 平成２８年度筑紫野市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について 

主な内容は、歳出予算といたしまして、施設介護サービス給付費８千万１千円の減額など

をするものです。これに⾒合いの歳入予算は、介護給付費交付⾦７千３３８万１千円の減額

などをするものです。このため、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億５千９４７

万５千円を減額し歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億８千９７４万２千円とす

るものです。 



議案第２２号 平成２８年度筑紫野市二日市財産区特別会計補正予算（第１号）について 

主な内容は、歳出予算といたしまして、積⽴⾦６８万３千円の増額などをするものです。

これに⾒合いの歳入予算は、前年度繰越⾦１９万６千円を増額するものです。このため、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３４１万５千円とするものです。 

議案第２３号 平成２８年度筑紫野市御笠財産区特別会計補正予算（第１号）について 

主な内容は、歳出予算といたしまして、財産管理費３９９万１千円の減額などをするもの

です。これに⾒合いの歳入予算は、造林補助⾦３５３万円を減額などするものです。このた

め、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２２０万６千円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９４０万１千円とするものです。 

議案第２４号 
平成２８年度筑紫野市平等寺山財産区特別会計補正予算（第１号）につい

て 

主な内容は、歳出予算といたしまして、財産管理費２千７５２万円の減額をするものです。

これに⾒合いの歳入予算は、造林補助⾦１千８７万４千円などを減額するものです。このた

め、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２千７５２万円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９７９万８千円とするものです。 

議案第２５号 平成２８年度筑紫野市水道事業会計補正予算(第３号)について 

主な内容は、料⾦収入の⾒込が増となったこと、事業費の確定などによるものです。収益

的収入については、既決予定額から２千４００万円を増額して２０億１千５７９万８千円と

し、収益的支出については、既決予定額から１千２７万３千円を減額して１７億５千８５４

万５千円とするものです。また、資本的収入については既決予定額から５千７００万円を減

額して３億６千１０１万１千円とし、資本的支出については既決予定額から９６１万９千円

を減額して８億９千７６８万８千円とするものです。 

議案第２６号 平成２８年度筑紫野市下水道事業会計補正予算（第３号）について 

主な内容は、使⽤料収入の⾒込が増となったこと、事業費の確定などによるものです。収

益的収入については、既決予定額から４千７万３千円を増額して２２億６千４６６万円と

し、収益的支出については、既決予定額から４９７万５千円を増額して２１億１千６４９万

３千円とするものです。また、資本的収入については、既決予定額から５千５００万円を減



額して１１億７８４万５千円とし、資本的支出については、既決予定額から１千２５８万５

千円を減額して１７億１千７２０万６千円とするものです。 

議案第２７号 平成２９年度筑紫野市一般会計予算について 

本予算は、歳入歳出の予算の総額を、歳入歳出それぞれ対前年度⽐３．４％増の３１２億

１千４００万円とするものです。歳出予算の主な内容は、扶助費につきまして、障害福祉サ

ービスの利⽤増による介護給付等事業、⼦どものための教育・保育給付事業、⼦ども医療費 

支給事業などの事業費増額により、対前年度⽐２．９％、２億５千６８０万５千円増として

います。また、普通建設事業費につきましては、継続して取り組んでおります筑紫駅⻄⼝⼟

地区画整理事業などに併せ、筑紫野市 庁舎建設事業、東町地区計画道路整備事業などの事

業費を増額しています。このほか、五郎山古墳保存整備事業や生涯学習センター改修をはじ

めとする各種公共施設の改修事業費などを計上しています。歳入予算の主な内容は、市税に

つきまして、住宅新築による固定資産税の増などにより、市税全体で２億３千９２５万１千

円の増額、地方交付税につきましては、国の地方財政計画などによりまして、対前年度⽐

２億７千５８８万３千円を減額しています。このほか、庁舎建設に伴う庁舎建設基⾦の繰

入れなどを計上いたしております。なお、「債務負担⾏為」は、第２表、「地方債」は、第３

表のとおりです。また、「一時借入⾦の最高額」は６０億円に、「歳出予算の流⽤」は、第５

条に規定をしているところです。 

議案第２８号 平成２９年度筑紫野市国⺠健康保険事業特別会計予算について 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ対前年度⽐１．３％増の１１５億５

千１２９万円とするものです。また、「一時借入⾦の最高額」は１億円に、「歳出予算の流⽤」

は、第３条に規定しているところです。なお、この会計は、保険給付事業が主なものです。 

議案第２９号 平成２９年度筑紫野市住宅新築資⾦等貸付事業特別会計予算について 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐１１．３％減の５４９

万円とするものです。この会計は、貸付⾦の回収や借入⾦の償還が主な事業です。 

議案第３０号 平成２９年度筑紫野市奨学資⾦貸与事業特別会計予算について 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐１４．５％減の 

８９３万４千円とするものです。この会計は、奨学資⾦の貸与が主な事業です。 

議案第３１号 平成２９年度筑紫野市介護保険事業特別会計予算について 



本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐２．８％増の６２億１

千５４万９千円とするものです。また、「歳出予算の流⽤」は、第２条に規定しているとこ

ろです。この会計は、介護サービスの給付事業が主なものです。 

議案第３２号 平成２９年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別会計予算について 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐５．６％増の２２億４

千４３万３千円とするものです。この会計は、広域連合への納付⾦が主なものです。 

議案第３３号 平成２９年度筑紫野市農業集落排水事業特別会計予算について 

本会計は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐１．６％増の２億２千

９３２万４千円とするものです。この会計は、農業集落排水事業処理区の維持管理費⽤と起

債の償還費⽤について計上しています。 

議案第３４号 平成２９年度筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計予算について 

この会計は、障害支援区分の判定のため、筑紫地区共同で審査を⾏うことを目的としたも

のです。本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐７．５％増の１

千２９５万７千円とするものです。 

議案第３５号 平成２９年度筑紫野市二日市財産区特別会計予算について 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐０．７％減の３１９万

５千円とするものです。この会計は、湯町にございます駐⾞場の維持管理が主な事業です。

なお、この予算は、２月２１日に開催されました管理会の同意を得まして提案しています。 

議案第３６号 平成２９年度筑紫野市御笠財産区特別会計予算について 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐２９．４％減の８１９

万７千円とするものです。この会計は、山林育林事業の経営を主な事業としているところで

す。なお、この予算は、２月２０日に開催されました管理会の同意を得まして提案していま

す。 

議案第３７号 平成２９年度筑紫野市平等寺山財産区特別会計予算について 

本予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ、対前年度⽐３１．２％減の２千５

６７万１千円とするものです。この会計も、山林育林事業の経営が主な事業です。なお、こ

の予算は、２月２４日に開催されました管理会の同意を得まして提案しています。 

議案第３８号 平成２９年度筑紫野市水道事業会計予算について 



本件は、収益的収支において、収入の予定額を２０億２千７２５万９千円とし、支出の予

定額を１７億５千２９３万２千円とするものです。 また、資本的収支においては、収入の

予定額を４億７千９１６万８千円とし、支出の予定額を９億６千８８４万８千円とするもの

です。 

議案第３９号 平成２９年度筑紫野市下水道事業会計予算について 

 本件は、収益的収支において、収入の予定額を２４億５４５万７千円とし、支出の予定額

を２１億７千６８３万６千円とするものです。また、資本的収支においては、収入の予定額

を１０億３千６２万６千円とし、支出の予定額を１６億１千８３０万８千円とするもので

す。 

 


